
議第11号

平成30年度滋賀県流域下水道事業特別会計予算

平成30年度滋賀県の流域下水道事業特別会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第 1条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ19,129,000千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分および当該区分ごとの金額は、「第 1表 歳入歳出予算」による。

（債務負担行為）

第 2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第 214 条の規定により債務を負担する行為をするこ

とができる事項、期間および限度額は、「第 2表 債務負担行為」による。

（地方債）

第 3条 地方自治法第 230 条第 1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、限度

額、起債の方法、利率および償還の方法は、「第 3表 地方債」による。

上記の議案を提出する。

平成30年 2 月15日

滋賀県知事 三 日 月 大 造

議
第

号

平
成

年
度
滋
賀
県
流
域
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

11

30



第 1 表　　歳　入　歳　出　予　算

　　歳　　入

千円 
1 分 担 金 及 び 負 担 金 9,815,683

1 負 担 金 9,815,683

2 使 用 料 及 び 手 数 料 4,590

1 使 用 料 4,590

3 国 庫 支 出 金 3,693,701

1 国 庫 負 担 金 3,693,701

4 財 産 収 入 2,066

1 財 産 運 用 収 入 1,666

2 財 産 売 払 収 入 400

5 繰 入 金 2,991,688

1 一 般 会 計 繰 入 金 2,781,706

2 基 金 繰 入 金 209,982

6 諸 収 入 210,472

1 受 託 事 業 収 入 172,202

2 雑 入 38,270

7 県 債 2,410,800

1 県 債 2,410,800

19,129,000
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款 項 金 額

歳 入 合 計



　　歳　　出

千円 
1 琵 琶 湖 環 境 費 14,887,975

1 流 域 下 水 道 費 7,327,734

2 流 域 下 水 道 管 理 費 7,560,241

2 公 債 費 4,241,025

1 公 債 費 4,241,025

19,129,000
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第 2 表　　債　務　負　担　行　為

番号

平成31年度から

湖南中部浄化セン

ター電気設備工事

湖南中部守山栗東

雨水幹線管渠工事

平成31年度から

湖西浄化センター

汚泥処理設備改築

更新工事

平成31年度から

湖西浄化センター

受変電設備等改築

更新工事

平成31年度から

東北部浄化センタ

ー汚泥焼却設備改

築更新工事

東北部木之本西幹

線山本１工区管渠

工事

東北部愛東東幹線

鯰江１工区管渠工

事

東北部愛東西幹線

稲枝２工区圧送管

路施設土木工事

東北部湖東幹線湯

屋工区管渠工事

事 項 期 間 限 度 額
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1 流域下水道建設事業

平成32年度まで
１，２１２，０００千円

2 流域下水道建設事業

平 成 31 年 度 ６０７，０００千円

3 流域下水道建設事業

平成32年度まで １，７３０，４００千円

4 流域下水道建設事業

平成32年度まで １，７１８，４００千円

5 流域下水道建設事業

平成33年度まで １，８０７，０００千円

6 流域下水道建設事業

平 成 31 年 度 １２１，０００千円

7 流域下水道建設事業

平 成 31 年 度 ９２，０００千円

8 流域下水道建設事業

平 成 31 年 度 ８５，０００千円

9 流域下水道建設事業

平 成 31 年 度 １６６，０００千円



番号

近江ポンプ場機械

電気設備改築更新

工事

高島浄化センター

機械棟機械設備改

築更新工事

高島浄化センター

汚泥処理監視制御

設備改築更新工事

高島浄化センター

管理棟建築設備改

築更新工事

マキノポンプ場電

気設備改築更新工

事

安曇川ポンプ場機

械電気設備改築更

新工事

湖南中部浄化セン

ター不明水対策工

事
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10 流域下水道建設事業

平 成 31 年 度 ９７，０００千円

11 流域下水道建設事業

平 成 31 年 度 ６５，０００千円

12 流域下水道建設事業

平 成 31 年 度 ２７，０００千円

13 流域下水道建設事業

平 成 31 年 度 ６５，０００千円

14 流域下水道建設事業

平 成 31 年 度 ５５，０００千円

15 流域下水道建設事業

平 成 31 年 度 ７７，０００千円

16 流域下水道建設事業

平 成 31 年 度 ２８０，０００千円

17 下水道管理台帳システ
ム再構築業務 平 成 31 年 度 ４５，４００千円

18 公営企業会計事務等労
働者派遣業務

平成31年度から
平成32年度まで １３，６７４千円

19 放流水環境影響調査業
務 平 成 31 年 度 １０，１１２千円



番号

湖南中部浄化セン

ター

湖南中部浄化セン

ター
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事 項 期 間 限 度 額

20 琵琶湖流域下水道ばい
じん収集運搬業務およ
び処分業務

平 成 31 年 度 ９６，０００千円

21 琵琶湖流域下水道汚泥
収集運搬業務およびリ
サイクル処分業務

平 成 31 年 度 ２３，０００千円



起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

流域下水道建設事業費 普通貸借また 　5.0以内 　借入日の翌日から５年以
   

  
公 営 企 業 会 計 適 用 債 間において償還する。

 

 
資 本 費 平 準 化 債 件、財政その他の都合によ

 

 
置期間の延長をし、または
 

 
る。
 

計

第 3 表　　地　　　　方　　　　債

1,735,800

20,800

654,200

千円 ％
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1,735,800

20,800

654,200

は証券発行 内据え置き、40年以内の期

　ただし、借入先の融資条

り償還期間の短縮および据

繰上償還を行うことができ

2,410,8002,410,800


